


● 羅州錦城館

●

　1894年東学農民軍が
官軍と日本軍の連合軍
を相手に最後の激戦を
広げた場所。３万人近
い東学農民軍が日本軍
の新型小銃に屈し2週
間におよぶ 50 回の戦
闘の末、ついに敗退し
ました。生存者は500 
名ほどであったと言わ
れています。

その他にも…

●『日本人の明治観をただす』

　中塚明＝著（高文研）

●『東学農民戦争と日本　もう一つの日

清戦争』中塚明・井上勝生・朴孟洙＝著

（高文研）
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牛禁峠戦闘地

2006 年から続いている日韓市民東学

紀行を継続する意義について、今一度

考えさせられる必読書です。

　羅州の人々の抗日精神を代表する
場所として、壬辰倭乱（文禄の役）
の時には義兵将キム・チョンイルが
ここで義兵を集めて出兵式を行い、
閔妃が殺害された時には殯所が設け
られて抗日精神を高潮させました。
1894年、後備第19大隊が東学農民軍
を鎮圧しながら南下、再集結した場
所でもあります。

『日本と韓国・朝鮮の歴史』

　　　　　　 中塚明＝著（高文研）

2002 年に出版された

旧版が最近の日韓関

係を踏まえ新たに増

補・改訂版として出

版されました。


